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2023年度に引き続き、休館日の美術館を特別に開室して行
う「ベビーデー」を開催した。「戦後西ドイツのグラフィックデ
ザイン　モダニズム再発見」展を貸し切りの環境でゆっくり
鑑賞することができる。館内でアート・コミュニケータが来館
者の滞在をサポートしたほか、ミニ鑑賞ツアーも同時に実
施し、フラットデー同様に鑑賞方法の選択肢を広げることが
できた。また、新館のカフェを⾷事・休憩スペースとして開放
し、離乳食などの持ち込みにも対応した。

日時	 2025年3⽉24⽇（⽉）10:00～15:00 
会場	 展示室
対象	 ベビーカーに乗る年齢・月齢の赤ちゃんとその保護者
定員	 60組
	 (保護者は2名まで。定員を超過した場合は抽選）
参加者数	 79組199人
参加費	 無料（入館料別途）
申込方法	 館ウェブサイトのフォームより事前申込
運営委託	 特定非営利活動法人アート・コミュニケーション
	 推進機構
運営協力	 アート・コミュニケータ東京
	 ベビーといっしょにミュージアム

ベビーデー 赤ちゃんと暮らす家族のための特別開館日

やさしい日本語で美術館を楽しむプログラム
「庭で見つける小さな星」

さまざまな文化背景の人々が美術館に集まり、互いの文化
や言葉を超えて理解を深めることを目的に行うプログラム。
アーティストを講師に迎え、庭園での自然観察をテーマに、
造形活動を交えたワークショップを行った。前半は、庭園の
様々な植物や地面の色や模様を観察し、丸い穴の開いた
カードを使って、「星」に見える部分を探し出すという活動に
取り組んだ。後半は、持ち帰った自然物の色や模様を描き、オ
リジナルの星の標本を制作した。講師は、趣旨や手順をわか
りやすく伝えるため、できるだけやさしい言葉を使い、難しい
内容は実物を示しながら説明した。また、今回は小学生の保
護者も参加できるようにし、大人にもやさしい日本語への理
解を促すことができた。

日時	 ①2025年3月15日（土） 13:30～15:30
	 ②2025年3月16日（日） 13:30～15:30
会場	 本館スタジオ、庭園 
講師	 岩田とも子（アーティスト）
対象	 小学3年生～中学生（外国にルーツがある子供、
	 日本の子供）※小学生は保護者も参加可
定員	 各回12名
参加者数	 ①12人　②7人
参加費	 無料（入館料別途）
申込方法	 メールにて事前申込

撮影：井手大

ラーニングプログラム
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さわ会―さわっておしゃべり鑑賞会「触れて、感じて、対話する」

作品や建物に触れながら対話を楽しむプログラム。さわる鑑
賞の研究者を監修者として迎え、障害の有無にかかわらず、
誰もが楽しめる場を目指して実施した。
展覧会「そこに光が降りてくる 青木野枝／三嶋りつ惠」 に関
連し、本館の建築にも使用されている「鉄」と「ガラス」をテー
マに取り上げた。まず、作品の一部に触れながら自己紹介を
行い、その後、青木野枝の作品、三嶋りつ惠の作品、本館の
運転手室の丸窓を触れて鑑賞した。 最後に、それぞれの体
験を共有し、対話を深めた。
ウェブサイトの申し込みフォームに加え、電話でも受け付ける
ことで、視覚障害のある方にも申し込みしやすい環境を整え
た。また、アンケートについては紙のみに限定せず、後日ウェ
ブからも回答できるようにし、回答方法の選択肢を広げた。

日時	 2025年2月1日（土）14:00～16:00 
会場	 新館ギャラリー２、本館 
企画	 半田こづえ（明治学院大学非常勤講師）
対象	 中学生以上
	 (視覚に障害がある方もない方も参加可能） 
参加者数	 11人
参加費	 無料（入館料別途）
申込方法	 館ウェブサイトの申し込みフォームにて事前申込制	
	 電話での申し込みも可能

撮影：黒目写真館

ラーニングプログラム
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アクセシビリティ向 上 の 取り組 み

当館では、すべての来館者が安心して美術館を楽しめるよう、アクセシビリティ向上に取り組んでいる。情報保障付きプログラムの
実施、鑑賞サポートツールの制作・導入、アクセシビリティに関する館内研修の実施など、多様なニーズに対応した環境整備を進
め、来館者の誰もが鑑賞機会を得られるよう努めている。

情報保障

情報保障付きプログラム一覧

2024年度からすべての講演会に手話通訳、文字表示、ヒアリングループを導入し、移動を伴うギャラリートークやツアー、茶会で
も、手話通訳または文字表示を取り入れた。その他のイベントについても、利用者の希望に応じて情報保障を提供した。2025年3
月からは、本館の受付にて遠隔手話通訳も導入している。

日時 プログラム名 情報保障の種類

2024年6月1日（土）
14:00～15:30 講演会「夢二郷土美術館コレクションの魅力 －夢二の原点 ふるさと岡山－」 手話通訳、文字表示、

ヒアリングループ
2024年7月6日（土）
14:00～15:30

講演会「現代に夢二が問いかけるもの 
―美と生活、「芸術家」と人生、西洋と日本、夢とロマン」

手話通訳、文字表示、
ヒアリングループ

2024年7月10日（水） フラットデー ゆったり鑑賞日「ゆったりツアー」 手話通訳
（利用者の希望により実施）

2024年9月14日（土）
14:00～15:30 美術館講座2024　第1回「朝香宮邸を知る ―とくに歴史を中心に」 手話通訳、文字表示、

ヒアリングループ
2024年10月17日（木）
16:00～16:30 ギャラリートーク「建物公開2024 あかり、ともるとき」 文字表示

2024年10月31日（木）
16:00～16:30 ギャラリートーク「建物公開2024 あかり、ともるとき」 文字表示

2024年11月8日（金）
18:00～19:30 美術館講座2024　第2回「日本の名作住宅からの学び」 手話通訳、文字表示、

ヒアリングループ
2024年12月5日（木）
午後の回：14:00～15:00 庭園の四季シリーズ「ガーデンツアー2024」 手話通訳

2024年12月14日（土）
14:00～15:30 美術館講座2024　第３回「建物を使いながら守ること―保存・修復の仕事から」 手話通訳、文字表示、

ヒアリングループ
2025年1月9日（木）
15:00～15:40 建物トーク「そこに光が降りてくる　青木野枝／三嶋りつ惠」展 文字表示

2025年2月1日（土）
14:00~16:00 さわ会―さわっておしゃべり鑑賞会「触れて、感じて、対話する」 要約筆記

（利用者の希望により実施）
2025年2月8日（土）
第２席：12:30～13:40 冬の特別茶会「陽だまりのひととき」 手話通訳

2025年2月15日（土）
14:00～15:30 青木野枝・三嶋りつ惠によるアーティストトーク 手話通訳、文字表示、

ヒアリングループ
2025年3月20日（木・祝）
14:00～15:30 美術館講座2024　第４回「さわって楽しむ東京都庭園美術館」 手話通訳、文字表示、

ヒアリングループ
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2024年3月より、ウェルカムルームで図書資料閲覧用として視
覚支援機器の貸し出しを開始。作品鑑賞への活用を求める要
望を受け、「そこに光が降りてくる 青木野枝／三嶋りつ惠」展

（2024年11月30日～）より、展示室での貸し出しも開始した。

本館（旧朝香宮邸）の装飾と空間の特徴を表現した、触って
楽しめる絵本を制作。視覚に障害がある方も楽しめるようテ
キストは墨字と点字を併記した。

冊子型の触知案内図を制作。拡大文字の墨字と点字を併記
し、視覚に障害がある方が美術館の全体や庭園の位置、各建
物の構造をみたり触れたりすることで把握できるようにした。

車椅子利用者が見づらい作品や展示ケース内の展示物を
鑑賞しやすいよう、展示室内にタブレットを導入。監視スタッ
フが展示物の画像を見せるなどの案内を行っている。

ウインターガーデンなど、車椅子では入ることができない展
示室の様子がわかるパネルと画像を必要に応じて監視ス
タッフが案内時に提示している。

視覚支援機器

さわる絵本

触知案内図

タブレット

車椅子利用者向け案内パネル

鑑賞サポートツール

印刷物

監修	 　　半田こづえ（明治学院大学非常勤講師）
デザイン・制作　 駒形あい（ONE STROKE）

制作	 欧文印刷株式会社
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外国にルーツのある方など、多くに人にわかりやすい「やさ
しい日本語」によるガイドブックを作成。美術館の見どころ
や利用案内をまとめた。

やさしい日本語ガイドブック

防災訓練

障害のある方や日本語を母国語としない方など、災害弱者
になりやすい方への対応を取り入れた防災訓練を実施。
ミュージアムのアクセシビリティに関するアドバイザーを迎
え、避難時のアナウンスをやさしい日本語にし、ピクトグラム
を用いたフリップボードやコミュニケーションカードを作成
した。また、消防署の協力のもと、車椅子の取り扱い講習を
行い、避難時の支援対応の強化を図った。

2023年度に改修したウェブサイトの障害当事者診断をもと
に、スクリーンリーダーの読み上げ対応の改善を行った。ま
た、公式ウェブサイトおよびSNSの画像には、代替テキスト
を追加し、スクリーンリーダーユーザーにも配慮している。

ウェブアクセシビリティ

監修	 高尾戸美
デザイン	 松尾由佳（Nica）

高齢者や障害のある方への対応について学ぶ「クリエイティ
ブ・ウェルビーイング研修」を実施。あわせて、車椅子に乗っ
て館内を巡り、通路の幅や展示品の高さを確認する「車椅子
研修」も行い、施設のバリアフリー対応について検証した。

館内研修

アクセシビリティ向上の取り組み
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各施設の会場内に設置する割引パネルを撮影し、各施設チケットカウンターでチケット購入の際に画像を提示すると展覧会観
覧料の割引が適用される。

割引対象期間	 2024年３月２３日（土）～５月１２日（日）
割引金額	 ホテル雅叙園東京　一般 1,600円→1,400円　大学生・高校生 1,000円→900円　中学生・小学生 800円→700円
	 当館　展覧会観覧料が通常価格より2割引
ホテル雅叙園東京から当館への来館者数　253人
当館からホテル雅叙園東京への来場者数　151人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※オンラインチケットは割引対象外

割引対象期間	 2024年7月5日（金）～8月25日（日）
割引金額	 ホテル雅叙園東京　一般 1,600円→1,400円　大学生・高校生 1,000円→900円　中学生・小学生 800円→700円
	 当館　展覧会観覧料が通常価格より2割引
ホテル雅叙園東京から当館への来館者数　197人
当館からホテル雅叙園東京への来場者数　250人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※オンラインチケットは割引対象外

割引対象期間	 2024年12月7日（土）～2025年1月12日（日）
割引金額	 ホテル雅叙園東京　一般 1,600円→1,400円　大学生・高校生 1,000円→900円　中学生・小学生 800円→700円
	 当館　展覧会観覧料が通常価格より2割引
ホテル雅叙園東京から当館への来館者数　61人
当館からホテル雅叙園東京への来場者数　92人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※オンラインチケットは割引対象外

割引対象期間	 2025年3月20日（木）～2025年5月18日（日）
割引金額	 ホテル雅叙園東京　一般 1,600円→1,400円　大学生・高校生 1,000円→900円　中学生・小学生 800円→700円
	 当館　展覧会観覧料が通常価格より2割引
ホテル雅叙園東京から当館への来館者数　2024年度19人
当館からホテル雅叙園東京への来場者数　2024年度28人　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※オンラインチケットは割引対象外

地 域 連 携

1  ホ テ ル 雅 叙 園 東 京との 提 携 割 引

対象展覧会

①ホテル雅叙園東京の「昭和モダン×百段階段－東京モダンガールライフ－」
　当館の「開館40周年記念 旧朝香宮邸を読み解くA to Z」

②ホテル雅叙園東京の「和のあかり×百段階段2024～妖美なおとぎばなし～」
　当館の「生誕140年 YUMEJI展 大正浪漫と新しい世界」

③ホテル雅叙園東京の「百段百景～あこがれの竜宮城～」
　当館の「そこに光が降りてくる　青木野枝／三嶋りつ惠」

④ホテル雅叙園東京の「時を旅する福ねこ at 百段階段 ～平安、江戸、大正、昭和、そして現代へ～」
　当館の「戦後西ドイツのグラフィックデザイン モダニズム再発見」
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各施設の券売所付近に設置する割引パネルを撮影し、各施設のチケットカウンターでチケット購入の際に画像を提示すると相
互割引が適用される。

割引対象期間	 2024年4月2日（火）～2025年3月30日（日）
割引金額	 国立科学博物館附属自然教育園入園料　一般・大学生 320円→270円
	 当館　展覧会観覧料が通常価格より2割引
国立科学博物館附属自然教育園から当館への来館者数　553人 
当館から国立科学博物館附属自然教育園への来園者数　513人 
※当館では展示替期間中のため、展覧会の開催がない期間は庭園入場料のみ割引。オンラインチケットは割引対象外

2  国 立 科 学 博 物 館 付 属 自 然 教 育 園との 相 互 割 引

地域連携

港区内の美術館・博物館等を対象のスタンプラリー「ミナコレ2024」に参加した。
当館のチケットカウンターに設置した参加用紙へのスタンプ押印またはデジタルスタンプ台へのタッチによりデジタルスタンプ
を集めると、参加者は大使館訪問または景品に応募できる。

期間	 2024年10月15日（火）～12月20日（金）
当館からの港区へ提供　５組10名分の展覧会招待はがき
当館でのデジタルスタンプラリーの参加者数　124人

昨年に引き続き公益財団法人港区スポーツふれあい文化健康財団〔Kissポート財団〕と共催し、Kissポート財団の運営するコン
サート「音楽のさんぽ道」を当館の芝庭で開催した。

日時	 2024年10月1日（火）
	 第1回 13:30～14:00
	 第2回 15:00～15:30
会場	 芝庭
演奏	 金子 凜（トランペット）、黒田希美（トランペット）
	 エンスレン ショーン 陸（トロンボーン）
	 小出佑太（ホルン）、佐藤涼華（テューバ）　
主催	 公益財団法人東京都歴史文化財団 
	 東京都庭園美術館
	 公益財団法人港区スポーツふれあい
	 文化健康財団〔Kissポート財団〕
料金	 無料（入場料別途）
実施回数	 2回
参加者数	 1,225人
	 第1回　543人
	 第2回　682人

3  ミナコレ 2 0 2 4 　（ 港 区 、港 区ミュー ジア ムネットワーク）

4  ガ ー デ ンコン サ ート 音 楽 のさん ぽ 道
　  ～ 桐 朋 学 園 大 学 学 生 によるコン サ ート～（ K i s s ポ ート財 団 ）
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2023年10月に開館40周年の特別イベントで開催したマル
シェをきっかけに、開かれた美術館の実現に向け、庭園を
活かした地域連携として開催した。出店者は主に近隣から
募集、運営は地域活動に力を入れている近隣の組織に依頼
し、共催者として関わってもらい地域を巻き込んだ取り組み
を行った。
・近隣のレストランやショップを含め合計約10店舗出店
・JR東日本 東京建設プロジェクトマネジメントオフィスによる
  鉄道林を利用したワークショップを開催
・庭園美術館オリジナルコーヒーの開発に携わった、
  近隣のコーヒーショップ店長によるガーデントークを開催

日時	 2024年12月4日（水） 11：00～16：00
会場	 東京都庭園美術館 西洋庭園
参加店舗	 雑穀甘酒カフェ「美環」（甘酒）
	 Iizuna Herbal Breeze（ハーブ）
	 レゾンデートル目黒店（スイーツ）
	 おさつ本舗（スイーツ）
	 Sugar message（スイーツ）
	 Quilão（シリアル）
	 pedibus jambus（飲食）
	 Sunfarm M+（飲食）
	 HUIT（飲食）
	 hibino（雑貨）
利用者数	 1,000人以上 （ワークショップ参加者：35人、
	 ガーデントーク参加者：30～50人）
入場料	 無料（入場料別途）
共催	 hibino

7  庭 園 マ ル シェ

近隣の東京都写真美術館と連携し、お散歩MAP「おとなり美術館散歩」を制作し、両館で配布した。
まちの歴史や物語に思いをはせながら、両館を巡っていただく事で美術館を身近に感じてもらった。

6  お 散 歩 M A P「 おとなり美 術 館 散 歩 」（ 東 京 都 写 真 美 術 館 ）

大井競馬場で開催された「東京メガイルミ2024-2025」での『みなと区民ウィーク』に参加した。
下記の日程でブースを出展し、当館のパンフレットやチラシを用意して新たな客層へアプローチした。

日時	 2024年11月23日（土･祝）15:30～20:00
	 2024年11月24日（日）16:30～20:00
	 2024年11月25日（月）～29日（金）無人ブース、チラシ配架のみ
会場	 大井競馬場　L-WING１階
当館のブースへは11月23日は約90名以上、11月24日は約60名以上の来場があった。

5  東 京 メガイルミ（ 大 井 競 馬 場 ）



81 各事業報告 地域連携

JR目黒駅の開業140周年を記念し、庭園美術館本館前でミ
ニ山手線を走行し乗車できるイベントを開催した。当日は雨
天のためミニ山手線の走行は中止となったが、新館にてこ
ども駅長制服体験や鉄道林の端材を利用したワークショッ
プなどを実施。小学生や未就学児をはじめ通常来館の少な
い層を誘い、地域の拠点となり人が集う開かれた美術館に
向けた試みとした。

日時	 2025年3月16日（日） 10：30～17：00
会場	 新館ギャラリー２
内容	 こども駅長制服体験
	 ワークショップ（各地の鉄道を守ってきた
	 鉄道林の端材を使ったスタンプ作り）
	 模擬列車停止ボタン体験、信号機操作体験
	 実物大信号機展示、山手線模型展示、
	 ミニ新幹線（E6系）展示、顔出しパネル、
	 目黒駅舎・車両関連資料投影
参加者数	 約300人（内ワークショップ参加者：70人）
参加費	 無料（入館料別途）
共催	 JR東日本 目黒駅
協力	 東急電鉄株式会社、東邦電機工業株式会社、
	 JR東日本 東京総合車両センター、JR東日本 
	 東京建設プロジェクトマネジメントオフィス

9  駅 開 業 1 4 0 周 年 記 念  東 京 都 庭 園 美 術 館×J R 目 黒 駅  
　ミニ 山 手 線イベント～ 美 術 館 を 走る列 車 に の ろう～

近隣のコーヒーショップ「Kuromimi Lapin」店長の伊藤喜
章氏に依頼し、アール・デコ様式の旧朝香宮邸をイメージし
たオリジナルコーヒーを開発、監修した。
パッケージはミュージアムショップ「リュミエール」から提案
されたデザイン候補から、12月4日の庭園マルシェで開催
した伊藤氏のガーデントークの参加者の投票により決定し、

「みんなで作る庭園美術館のオリジナルコーヒー」として完
成させた。

8  オリジナ ル コ ーヒー の 企 画と監 修（ K u r o m i m i  L a p i n ）



82 各事業報告 東京都庭園美術館コンサート

クラシックのサロンコンサートの実施により、広いジャンルのお客様に朝香宮邸の魅力を実感いただく場として開催している。開
始して21回目となる2024年度については4公演を実施した。

日時	 2024年9月1日（日）、2025年1月27日（月）
主催	 公益財団法人東京都歴史文化財団　
	 東京都庭園美術館、株式会社ジャパン・アーツ
料金	 5,500円（全席自由）
広報印刷物	 チラシ（A4）デザイン：株式会社光栄社
企画	 朝香誠彦
協賛	 株式会社ニッピコラーゲン化粧品
協力	 株式会社ショコラティエ・エリカ
実施回数	 ４回
参加者数	 計315人

第1回　
松本蘭　ヴァイオリン・リサイタル
日時	 2024年9月1日（日）14:00開演
会場	 本館大広間
参加者数	 82人

第2回　
辻󠄀本玲　チェロ・リサイタル
日時	 2024年9月1日（日）18:00開演
会場	 本館大広間
参加者数	 89人

第3回　
及川浩治　ピアノ・リサイタル
日時	 2025年1月27日（月）14:00開演
会場	 新館ギャラリー2
参加者数	 68人

第4回　
山根一仁　ヴァイオリン・リサイタル
日時	 2025年1月27日（月）18:00開演
会場	 新館ギャラリー2
参加者数	 76人

東 京 都 庭 園 美 術 館コン サ ート



83 各事業報告 庭園能

目黒駅近くの喜多能楽堂を拠点とする公益財団法人十四世六平太記念財団と共催し、当館の芝庭で能の公演を行った。また、
今年は鑑賞者の利便性向上の為、一部指定席を導入した。

日時	 ①2024年11月22日（金）
	 能「枕慈童」 開場15：30／開演16：00
	 ②2024年11月23日（土）
	 能「巴」 開場11：30／開演12：00
	 ③2024年11月23日（土）
	 能「融」 開場15：00／開演15：30
会場	 芝庭（雨天時会場　セルリアンタワー能楽堂）
料金	 各回 自由席5,000円　指定席7,000円
定員	 各回201名
参加者	 ①139人　②165人　③143人
主催	 公益財団法人東京都歴史文化財団 
	 東京都庭園美術館
	 公益財団法人十四世六平太記念財団
協賛	 積水化学工業株式会社
舞台制作	 株式会社能楽プロ

能　「枕慈童」
仕舞	 ｢八島｣香川靖嗣
解説	 佐藤寛泰
シテ	 友枝雄人
ワキ	 大日方寛
ワキツレ	 野口琢弘
笛	 一噲隆之
小鼓	 成田達志　
大鼓	 大倉慶乃助　
太鼓	 林雄一郎

能　「巴」
仕舞	 ｢玉葛｣友枝昭世
解説	 佐藤陽
シテ	 香川靖嗣
ワキ	 大日方寛
アイ	 野村裕基
笛	 一噲隆之
小鼓	 成田達志
大鼓	 大倉慶乃助

能　「融」
仕舞	 ｢天鼓｣友枝昭世
解説	 佐藤寛泰
シテ	 友枝雄人
ワキ	 大日方寛
アイ	 野村裕基
笛	 一噲隆之
小鼓	 成田達志
大鼓	 大倉慶乃助
太鼓	 林雄一郎

庭 園 能


